
（別紙4）　　平成　22　年度

1自己騨傭及び外部騨傭結果

【事業所概要 （書 新書己入）】

事業所番号 44905000 16

法人名 有限会社　 白ゆり

事業所名 グループホーム　 白ゆり

所在地 大分県佐伯市上岡12鵬番地2

自己評価作成日 平成23年2月26日 評価杯果市町村受　】連日 平成2 3年6月7 日

評価機関名 特定非営利活動法人 第三者評価機構

所在地 大分県大分市大字羽農21番1の212 チュリス古国府壱番館1F

訪問調査日 平成23年3月17日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】
・利用 者 と

■聴 員の

職 員 の
義 嶋 が

■■　－　　　　　　　－　　　　■■
関 り、関 係 が 理念 のよ引 ＿明るく元 気 に楽 しく出 来てい ます 。
無 いの で、顔 なじみ であ り、利 用 者 さんを不 安 にさせ ることなく継 続 した

助 が 出 来てい ます 。
・施 設 周 囲 の 環 境 が 四季 お りおりの 変化 （花 ・鳥 など）に恵 まれて います 。

・季 節 感 あ ふ れるおい しい手 料 理を捜 供 しています 。

・協 力 医療 機 関 との連 携 に よる終 末 期 の看 取 りを行 っています 。

【外部 評価 で確認 した事 業 所の優 れ ている点 、工 夫点 く評価機 関 記 入）】
市郊外の国道沿いに位置する1ユニットの施設で　 窓からは　 や緋　 が見える長閑な環　 に
ありま 　　　　　　　　　　　 ヽす。周辺は商業地域で、敷地内には、協力医としての医療機関を有しています。居憫
の一角にあるオープンキッチンと、ソファーの配置は、利用者の生活に温かさと家庭的な雰囲
気を楽しめる空間を演出しており、また憩いの場として活用されています。高齢者にとって生
活の全般がリハビリに通じる体力保持の活動である事を職員は意識する中で、負担を与えな
い言葉かけに留意しながら、馴染みの曲での体操を生活に取り入れる等の工夫も行なわれ
ています。地域の中で生活する施設 （家庭）の一人としての趣きを大切にしながら、利用者が
施設の中で生涯の生活を有意紺 ＝営むための支援と、家族の同意のもとに、その延長にあ
る介護 着取捌 にも積極的に取り組んでいます。

Ⅴ ．サ ー ビ ス の 成 果 に 関 す る 項 目 （ア ウ トカ ム 項 目 ）　 艶 項 目 馳 1－ 5 5で 日頃 の 取 り組 み を 自 己 点 検 した うえで 、成 射 こつ い て 自 己 騨 傭 しま す

項　 目
　 取 り 組 み の 成 果

l 放 当するものに 0 印
項　 目

　 取 り 組 み の 成 果
l 該 当す るもの に0 印

5 6

職 員 は 、利 用 者 の思 いや 厚 い、暮 らし

方 の意 向 を掴 んでいる

（参 考 項 目 ：2乱24，2 5）

0 1．ほ ぼ 全て の利 用 者 の

63

職 員 は 、家 族が 困ってい ること、不 安

なこと、求 めていることをよく聴 い てお

り、倍 額 関係 ができてい る
（参 考 項 目 ：9．10，1 9）

0 1．ほ ほ全 ての 家 族 と

2．利 用 者の 2／3 くらいの 2．家族 の 2 ／8 くらいと

3．利 用 者 の 1／3 くらいの 3 1家族 の 1／3 くらい と

4．ほ とん ど掴 んでい ない 4．ほとん どできていない

5 7

利 用 者 と職員 が 、一 男削 こゆ った りと過

ごす 場 面 が ある

（参 考 項 目 ：撒 38）

0 1．毎 日ある

64

通 いの 場 や グ ルー プホー ムに馴 染み

の 人 や 地域 の 人 々が 訪 ね て来 てい る
（参 考 項 目 ：2．20 ）

1、ほ ぼ毎 日の ように

2．数 日に 1回 程 度 ある 0 2．数 日 に1回程 度

3．たまにあ る 3．たまに

4．ほ とん どない 4．ほとん どない

5 8

利 用 者 は 、一 人 ひとりのペ ー スで暮 ら

してい る
（参 考 項 目 ：3 8）

0 1．ほ ぼ 全て の利 用 者 が

6 5

運 営 推 進 会線 を通 して、地域 住 民 や

地 元 の 関係 者 との つなが りが 拡 がった

り深 まり、亭 来 所 の 理 解 者 や応 援 者 が
増 えている

1．大い に増 えている

2．利 用 者 の 2／3 くらいが 0 2．少 しず つ増 えている

3．利 用 者 の 1／3 くらいが 3．あまり増えていな い

4．ほ とん どいない 4．全くいない

5 9

利 用 者 は、職 長 が 支援 す ることで生 き

生きした表情 や姿 が み られ ている

（参 考 項 目 ：弛 37 ）

0 1．ほ ほ 全て の利 用 者 が

郎
職 長 は 、活 き活 きと働 けてい る

（参考 項 目 ：1 1．12）

0 1．ほ ほ全 ての 職員 が

2．利 用 者 の 2／3 くらいが 2．職 且 の2 ／8 くらい が
3．利 用 者 の 1／3 くらいが 3．職 員 の 1／8 くらい が

4．ほ とん どいない 4．ほ とん どいない

6 0

利用 者 は 、戸 外 の 行きたい ところへ 出

か けている

（参 考 項 目 ：4 0）

1．ほ ぼ 全て の利 用 者 が

6 7

職 員 か ら見 て、利 用者 はサ ー ビス にお

おむ ね 満 足 していると患 う

0 1．ほ ぼ 全ての 利 用 者 が

0 2．利 用 者 の 2／3 くらいが 2．利用 者 の 2／3 くらい が
3．利 用 者 の 1／3 くらいが 3．利 用者 の 1／3 くらい が

4．ほ とん どいない 4．ほ とん どいない

6 1

利 用 者 は 、健 康 管 理 や 医療 面 、安 全

面で不 安 なく過 ごせ ている
（参 考 項 目 ：30－3 1）

1．ほ ほ 全て の利 用 者 が

6 8

職 員 か ら見 て、利 用者 の家 族 等 は

サ ー ビス におおむ ね 満 足 していると患
う

0 1．ほ ぼ 全て の家 族 等 が

0 2．利 用 者 の 2／3 くらいが 2．家 族 等 の 2／3 くらいが

乳 利 用 者 の 1／3 くらいが 3．家 族 等 の 1／3 くらいが

4．ほ とん どいない 4．ほ とん どできてい ない

6 2

利 用 者 は、その 時 々 の 状 況 や要 望 に

応 じた柔 軟 な支 援 により、安 心 して暮
らせ ている

（参 考 項 目 ：加 ）

0 1．ほ ほ 全て の利 用 者 が

ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 O H 白 ゆ り

2．利 用 者 の 2／8 くらいが
3．利 用 者 の 1／8 くらいが

4．ほ とん どい ない　　　　　 1 ペ



自己評価および外部評価結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔セル内の改行は、（A嶋－）＋（Enteヰー）です。〕
自
己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況　　　　　　　　 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ・理 念 －ニ基 づく運営

1 （1）0 理念の共有と実践

地域に密着した理念を共有し、利用者さん

地域の中の施設（家虐）であることを職員が把
地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理 撞する中で、その人らしく日々の生活が送れる

念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して ように、一人ひとりの暮らしぶりを大切にしなが

実践につなげている と共に楽しく仕事をしています。 ら理念に即した支援に取り組んでいます。「明
るく元気な職員」の姿をもとに関係づくりに努め

ています。

2 （2）0 事業所と地域とのつきあい

地域の方に野菜をいただいたり、苑での行
地域の高校生（果物等の販売）と交流・ボラン

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる ティア（歌・踊り等）のお披蕗日金など、外来者
よう、事業所 自体が地域の一旦として日常的に交 書等にも積極的に参加の声かけを行い、交 の受入れ体制も整っています．散歩途中の地
流している 流を深めています。 域住民とのお茶会や野菜のおすそわけなど

の、日常的な関係づくりも行われています。

3 0 事業所の力を活かした地域貢献 区長、民生委員の方には運営推進会譲で、
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症 地域の方には普段から認知症についての
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け 什報発信を行い、理解を得られるようにして
て活かしている いる。前の畑の果物など利用者がとっても

理解を得ている。

4 （3）0 運営推進会譲を活かした取り組み

運営推進会譲では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合

いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

2－3 カ月に1回開催し行事や利用状況の

報告、苑に対する意見、行事参加での感想
を伺いサービス向上にいかしています。ま

た譲規を提供し共に検討しています。

裏薬 篭 叢 馨 陰 等 琵 欝

の取り組みが伺えました．

5 （4）0 市町村との連携

市の担当者・地域包括センター職 員を訴

管理者は、地域で暮らす利用者の生
市町村担当者と日頃から連絡を軌 こ取り、事業
所の乗付やケアサービスの取り組みを積極的に

雷需 豊 慧 驚 謡 監 禁 警護 蓋 器 芸 蓋

に努める様子が伺えます。 まえており、今後の取骨組みに、更な

　　　る期待が持たれます。

伝えながら、協力関係を築くように取り組んでいる 間、電話して問題点など相故している。

6 （5）0 身体拘束をしないケアの実践
勉強会を行い職員間で勉強、意見交換を行

一人ひとりの利用者の思いの尊重と、安全面

代表者および全ての職員が「介指定基準におけ への対応と対策等について、勉強会において

る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解 い、身体拘束のないケアの実践に向けて取 研j削こ努めています。見守りの徹底に取り組

しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない り組んでいます。日中はなるべく施錠しない みながら日常生活から伺える状態の変化や気

ケアに取り組んでいる よう努めています。 づきを職員間で共有しており、実践 こ取り組ん

でいます。
7 0 虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい 勉強会を予定しており、普段から利用者さ
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で ん同士の日常会話や動作を注意深く観察し
の膚特が見過ごされることがないよう注意を払

い、防止に努めている

て未然に防いでいます。

1ページ GH　自ゆり



自

己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と括し合い、それらを活用できるよう支

出来ないことのみ手伝い、自分で出来るこ

とを大切にして自立支援を援助している。成
年後見制度について勉強会を行う予定であ

様している る。

9 0 契約に関する税明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の隙は、利用者 家族や本人の不安や横間が解決出来るよ
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を うに、十分悦明をし、同意を得て契約霊を交

行い理解・納得を図っている わしています。

10 （6）0 運営に関する利用者、家族等意見の反映 意見箱、第三者機関、運営推進会譲、家族 年間2 ・3回の家族会が行なわれています。行
事とタイアップする中で半数ほどの蓼加があ
り、利用者間での交流等も周られる中で、一人
ひとりの思いの把握にも努めており、その支援
の実践（外出支援・希望等）に向け全職員で取
り組んでいます。

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な 会の活用。また面会の時に家族からの言葉
らぴに外部者へ表せる機会を牧け、それらを運営 を嘉聾に受け止め統一した介護、運営に反
に反映させている 映しています。遠慮せずに表出できる関係

づくりを行っています。

11 （7）0 運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や 職員会議、朝礼など職員からの意見が気軽

職員会農は、個々の職員の意見交換の犠とな

り、その内容が介護に反映できる体制が青ま
れています。日常の職務においても、全職員間

での分担と共有の仕組みのバランスが図られ
る中で、チームワ一にもとづいた支援に努めて
います。

提案を聞く機会を設け、反映させている に言える雰囲気づくりをし、運営に反映して

います。

12 0 就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環

境・条件の亜備に努めている

雇用条件の改善、賞与の受給、食事会の

開催などを行い、また兼掛 こ対し認め、誉

めるように努めておりやりがいを持って働け
るように努めています。

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会

の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

勤務の一環として研修への参加を確保して

います。また研修報告を職員全員把握、賞

の向上に努めています。勉強会も行ってい
ます。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機 研修会への参加やG H 連絡会等で他施牧と

会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互坊間 連絡する機会を設け、交流する機会を作っ
等の活動を通じて、サービスの賞を向上させてい

く取り組みをしている

ています。

2ページ GH　白ゆり



自
己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
芯 と信頼に向けナた関係づくりと支援

15 0 初期に築く本人との信頼関係

する段階で、本人が困っているこ
要望等に耳を傾けながら、本人の

るための関係づくりに努めている

入所申し込みがあった際は、本人家族と面談
サービスを導入 し、AD L状態や価値観、入所に対する気持ち
と、不安なこと、 専確馳するようにしています。可能であれば
安心を確保す 事前に見学していただけるよう努めています。

また体験入居利用もあります。

16 0 初期に築く＃族等との信頼関係

する段階で、家族等が困っている
と、要望等に耳を傾けながら、関係

いる

入居に至る家族の想いを受け入れると共に、
サービスを導入 サービス利用状況や要望、疑問などに耳を傾
こと、不安なこ けています。金銭面を含めた利用料の相故も
づくりに努めて 行っています。繰り返し相談援助を行い、信頼

関係を築くように努めています‥

17 0 初期対応の見極めと支援

する段階で、本人と家族等が「そ
としている支援を見極め、他の
含めた対応に努めている

利用するにあたり事前アセスメントを行い、

サービスを導入 心身状態や生活歴、家族状況などを把握し

の時Jまず必要 てまず必要としている支援を行うようにして

サービス利用も います。その結果、必要な他サービス利用

の援助も行っています。

18 ○本人と共に、過ごし支えあう関係

介護される一方の立場におかず、
る者同士の関係を築いている

本人と共に役割をしたり、自分で出来ること

職員は、本人を は自分で行っています。また職員から先輩

暮らしを共にす として教えを練うたり相談に乗ってもらうこと

もあります。日々の暮らしを共にする関係性
を築くように努めています。

19 0 本人を共に

職員は、家族を
本人と家族の

えていく関係を

支えあう家族との関係

支援される一方の立場におかず、
絆を大切にしながら、共に本人を支
築いている

施投の行事、レクレーション等に出来るだけ

参加してもらったり面会のI掛こ日々の出来
事や様子を報告して本人の情報を共有して

共に本人を支えています。

20 （8）0 馴染みの人

本人がこれまで

や場との関係継続の支援

・大切にしてきた馴染みの人や壌
途切れないよう、支援に努めている

利用者の希望に添ってお盆や正月などの
利用者の馴染みのお付き合いの把握に努める
中で、一人ひとりの利用者とその家族の思いを
大切に受け取りながら、繋がりを継続できる支
援（t 掛 ハガキ・訪問）に取り組んでいます。

所との関係が’ 帰省、馴染みの美容院利用嬢助など支援し

ている。

21 0 利用者同士の関係の支撲

関係を把浸し、一人ひとりが孤立せ

士が関わり合い、支え合えるような

＼る

利用者の性格を把握し、思いや尊厳を大切

利用者同士の にして、楽しく過ごせるように支援していま

ずに利用者同 す。リビングでの席は、相性など考慮し増に

支嬢に努めてし 入り易いような雰囲気づくりと声かけを行っ

ています。

22 0 関係を断ち切らない取組み

契約）が終了しても、これまでの関
しながら、必要に応じて本人・家族

－し、相談や支援に努めている

他施政に入所された利用者の家族から野

サービス利用（ 菜の差し入れをいただくなどの関係を維持

係性を大切に しています。なおお亡くなりになられた方の

の経過をフォロ お通夜や葬式に参加をして残されたご家族

の心の支えになれるように努めています。
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外
部

その

項 目　　 l 自己騨価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

lI 人らl い墓らl を綜いけるためのケアマネジメント

23 （9）0 思いや意向の把握 本人と触れ合う中で、時折の気づきゃ想い 家庭的な雰囲気を大切にする中で、一人ひとり
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握 を見遺さないようにし、一人ひとりの希望や の思いへの気付きの把握に向け全職員で取り

こ努めている。困難な場合は、本人本位に検討し意向の把握に努めています。その人にとっ 組んでいます。職員間で情報の共有と検討が

ている て最良の暮らしは何か、常に意織を持って

関っています。

図られており、利用者の患いの実践に努めて

いる様子が伺えます。

24 0 これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

入居時や入居後家族や知人の面会時に話

を伺い把握に努めています。可能な範囲で
本人からも特を聞いています。

25 0 暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

毎朝の健康チェックや本人との関りのなか

で出来ること出来ないこと、心身状態、生活
リズムの把握に努めています。また変化に
柔軟に対応しています。

26 （10）○チームでつくる介護計画とモニタリング 常日頃から聴員、家族、本人からの意見を 毎月の職員会撫で、一人ひとりの利用者の現
本人がより良く暮らすための膵癌とケアのあり方 取り入れ介護計画を作成している。援助内 状を全職員が共有の情報として把櫻する中で、
こついて、本人、家族、必要な関係者と話し合 容について毎月モニタリングを行い見直しをその人らしさを活かせる計画の策定に努めると

い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状 しています。カンファレンスでの職員の意見 共に、見直しが進められています。家族の意向

に即した介護計画を作成している も反映しています。 も把握されています。

27 0 個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践■結果、気づきゃ工夫を
個別把鍬 こ記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

個別の介護計画の援助内容に添ってケアを

行い、様子や気付いたことを記入していま
す。介護記録、連絡ノート、ヒヤリハット等で
職員間で情報を共有し介護計画の見直しに
活かしています。

28 〇一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ

に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

病院受診、往診（主治医・歯科）買物援助な

ど個々の本人家族のニーズに柔軟に対応

しています。
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項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況　　　　　　　　 次のステップに向けて期待したい内容

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
大正琴などの地域ボランティアや区長、民

し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな 生委員の方を行事に招待して、利用者さん
暮らしを兼しむことができるよう支捷している と共に歌や踊りを粂しんでもらっています。

30 （11）0 かかりつけ医の受診支操
受診の軌はご家族、本人の希望を大切にし

敷地内に協力医療機関があり健康診断に関わ

受診は、本人及び家族等の希豊を大切にし、納 らす、体鯛不良時・利用者の希望時など兼早い

得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築

きながら、適切な医療を受けられるように支援して

適切な医療が受けられるように支撲してい 対応が出来ており、糠員・家族・医療機関と情
ます。なお苑の敷地内に協力医療機関があ報の共有が図られています。受診編集につい

いる り常日頃から連絡相談を行っています。 ては、その日のうちに家族の方に報告を行って

います。
31 0 雷穫職との協働 介護職は日常の関りの中で気付いた情報を

介練職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気 看護職鼻に報告、相談をしく準雷護師配覆）邁
づきを、職場内の看護職や新聞雷穫師等に伝え 切な受診や看護を受けられるように支援して
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を います。不在時は協力医療機関の雷護師によ

受けられるように支援している る必薯に応じた協力を受けています。

32 0 人退院時の医療機関との協働

利用者が入院した蘇、安心して治療できるよう 最近は入院した利用者はいませんが、病院

に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院 の相談員と密に電話や坊間を行い入院に

関係者との情報交換や相故に努めている。ある 備えての情報収集や関係づくりを行ってい

いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係

づくりを行っている∧

ます。

33 （12）0 重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
入居時には支援方法や終末期に対するア

早期から重度化牒 末期に関する拝し合いの

重度化した場合や終末期のあり方について、早い

段階から本人・家族等と精し合いを行い、事業所

でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支軌 こ取り組んで

いる

機会を作り、本人t家族の意向や支棟内容の
ンケートや精しあいを行っており、重度化し 共有が図られています。また、推進会嬢を活用
た際は主治医を含め家族と幡し合いをし、 しターミナルケアの轄し合いが行われており、
事業所として出来ること、出来ないことを説 地域で支えるチームケアの役割を発揮出来る

明し協力医療機関も含め支横に取り組んで 事業所となっています。家族の方の雷取りの部

います。 屋も用意され安心して終末期を迎えられる支援
が出来ています。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職 職員会議や勉強会を通じてマニュアルに
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行 添った適切な対応が出来るように実践力を

い、実践力を身に付けている 身につけています。

35 （13）○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

年2回消防署の指導の下に避難訓練を行っ

ています。災害時のマニュアルを作成して
おり、敷地内の協力医療機関に避難場所の
確保を依頼しています。

諾 葦 等 董欝 簸 欝
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項　 目
自己騨価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

† その人らしい暮らしを続けるための 日々の支援

36 （14）〇一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、頼りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

プライバシー保護のマニュアルをもとに人格

を尊暮し、利用者一人ひとりに対する声か

けや対応が誇りやプライバシーを損ねない
よう、十分気をつけて対応しています。

研鯵会を定期的に行い、思いを伝える大切さを

把握し職員会離等で共有が図られています。ト
イレ誘導なども、他の人に気づかれないように
自然でさりげない声かけが行われています。

37 0 利用者の希望の表出や自己決定の支嬢

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、 日々の関りの中で、一人ひとりの想いを尊

自己決定できるように働きかけている 重し、自由に表出、自己決定出来るような

雰囲気、関係づくりを行っています。

38 0 日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、－ 利用者一人ひとりのその日の体鯛や考え
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように 等、本人と括し合いながらヨ凱lを把堰、尊重
過ごしたいか、希望にそって支援している し利用者が望む生活を支援している。

39 0 身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

外出の醇には、身だしなみやおしゃれが出

来るよう支援している。また、利用者の希望
に添って馴染みの美容室などに行けるよう
支援している。

40 （15）○食事を来しむことのできる支援
同スペースにリビングがあり、料理の香りな

ど五感に食事の楽しみを感じることが出来

ています。朝のrいただきます」の挨拶や下
溝などしてもらっています。

献立表はあるものの利用者の希望やその時の
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好 旬な食材により柔軟な対応が出来ています。

みや力を活かしながら、利用者と職員が一組 こ準 食材をしっかり見てもらう事や、調理時の音・書

僻や食事、片付けをしている りを大切に食欲増進に繋げ、食べる事からの
健康づくりに力を入れています。

41 0 栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて

確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

食事摂取表をもとに個人のその日の体調に

合わせて柔軟に対応している。栄養士の資
格がある職員がおりアドバイスをもらってい
ます。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ

アをしている

口腔ケアが必要な利用者には義歯の手入

れや歯磨きの手伝いをしています。また自
分で出来る方も確認しています。週1回ポリ
デント洗浄をしています。
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項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

43 （16）○排泄の自立支援 その人の身体状況を把握し、可能な範囲で 居圭内にトイレが散覆してあり、本人のリズム
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり おむつの使用が減るようにトイレ誘導や声 に合わせ自立に向けた支援が行われていま
の力や排泄のパターン、管慣を活かして、トイレで かけをしています。排泄パターンを出来るだ す。一人ひとりの排泄パターンや利用者の仕

の排泄や排泄の自立にむけた支鎌を行っている け把握して声かけを行うことで失敗が減る

ように支援しています。

霊を職員間で共有しており、トイレサインを大切
に誘導が行われています。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工

夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

毎朝の健康チェックで排便の有無の確認を

行い、水分補給・体操・運動・繊維質の多い
献立つくりなど取り組んでいます。また必要

に応じて緩下剤を使用しています。

45 （17）0 入浴を楽しむことができる支援 基本的に入浴は週3回（月・水・金）に行って
職員二人対応の支援が行われており、安心・
安全の中で一人ひとりの入浴方法にあった支
棟を心がけています。入浴後の感想を大切に

し、薇員間で共有されています。

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を いますが、利用者の体調や希望に合わせ
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決 日時を変更したり、友人どおしで入浴した

めてしまわずに、個々にそった支援をしている り、入浴剤を使用して楽しんでもらっていま

す。

46 ○安眠や休息の支援 安心して気持ちよく眠れるように静かな環境
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ で体調に合わせて濠だんぼやアイスノンを
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支 使用したり、空調を快適に調整しています。

撲している また日中は可能な限り離床座位保持に努

めています。

47 0 服薬支援 利用者一人ひとりの服薬を毎日確認し、軟
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用 み忘れや惧薬がないように努めています。
法や用量について理解しており、服薬の支援と症 お兼手帳により用法や用量の確認をし、変

状の変化の確認に努めている 更があった際は、連絡ノートや個人妃鍬 こ

紀入し情報の共有を囲っています。

48 0 役割、楽しみごとの支援 利用者一人ひとりの生活歴や力を活かし力
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、－ ラオケや洗濯物たたみなど職員と共に行っ
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、時好品、 ています。トイレや廊下など掃除をして下さ

楽しみごと、気分転換等の支援をしている る方もいます。また外出や買い物などで気

分転換の支援をしています。

49 （18）○日常的な外出支援 利用者の体調や希望に添ってドライブ、貫 季節の花見や外食・ドライブとは別に、一人
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か い物などの支援をしています。ご家族との ひとりの体綱や希望に添って買い掛儀 行・
けられるよう支援に努めている。又、響段は行け 外出を楽しみにしている方もおり、年に1～ 美容院等への外出支援を行っています。ま
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族 2 回利用者、職長、家族で外出する機会を た、日常的に施設周辺を散歩したり外気に
や地域の人々と協力しながら出かけられるように 作っており、普段の様子も含めご家族にお ふれ気分転換や健康保持が図られていま
支援している 便りを届けています。 す。
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項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

50 0 お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し

ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

ご自分で財布（小額）を持っている利用者や

事業所預かりの利用者の方も外出時など自
分の意息で買い物をして、自分で支払うよう
に支援しています。

51 O t 特や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らがt 精をしたり、手紙

のやり取りができるように支援をしている

本人の希望により事業所内のt 緒をかけた

り、取り次いだりしています。はがきの購入
援助など行い、手紙を出すこともしていま
す。

52 （19）○居心地のよい共用空間づくり

リビングは明るく広々としており、日向ぼっこ

などして居心地良く過ごせています。四季お
りおりの花を飾ったり、恵からも四季の変化
を感じとれます。

リビングから見える中庭には四季折々の草花

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴

室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな

いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

が咲き、身近に自然に触れ季節感を感じること
が出来ます。妻面には利用者が作成した季節

の作品が農示され、みんなで兼しめる雰囲気
づくりに取り組んでいます。また、外部からの意

見を積極的に取り入れ共有空間づくりに力を入
れています。

53 0 共用空間における一人ひとりの居場所づくり リビングソファーやベンチ、談惜圭などで－

共用室冊の中で、独りになれたり、気の合った利 人でゆったりと過ごしたり、気の合う仲間と

用者同士で患い思いに過ごせるような居場所の 楽しく過ごせるように工夫しています。また
工夫をしている 事務室で職且と共に穏やかに過ごされる方

もいます。

54 （20）0 居心地よく過ごせる居室の配慮 居室は明るく、静かで本人が慣れ親しんだ 居圭には、マッサージチェアや冷蔵庫・テープ
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相 家具や仏壇などご家族と相放しながら使っ ルなど利用者や家族の思いが随所に見られ、

談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か ていただいています。ぬいぐるみやタオルな 実家にいるような雰囲気の中で安心してゆっく

して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして ど本人の嗜好により居室を本人らしく飾って りと過ごすことが出来る環境づくりが行われて

いる います。 います。

55 〇一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内都は一人ひとりの「できることJrわかるこ 手すりの放置、本人に合ったベットの配置と
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活 高さの憫整、能力による座席の検肘など柔

が送れるように工夫している 軟に対応し工夫しています。
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